【報道用資料】

チッソ株式会社　

２００３年７月１日

	
	ＬＣＤドライバー実装技術（ＴＣＰ）を韓国に技術供与
海外展開を視野に

	


　チッソ株式会社（本社：東京都中央区、社長：岡田俊一）は、その子会社であるサン・エレクトロニクス株式会社（本社：熊本県、社長：森　章）を通じ、韓国、シーキューブ　デジタル株式会社（Ｃｃｕｂｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｒｐ．、本社：忠清北道　梧倉面 、社長：李　柄九、以下Ｃｃｕｂｅという）に対し、ＬＣＤドライバー実装技術であるＴＣＰ（Ｔａｐｅ　Ｃａｒｒiｅｒ　Ｐａｃｋａｇｅ）製造技術を供与するとともに、同社に資本参加を行うことで合意しました。今後両社は、ドライバー実装技術に止まらず、広範囲の協力関係を構築してまいります。
　サン・エレクトロニクスは、国内ドライバー組立専業メーカーとして、「卓越した技術力」、「技術に支えられた品質」、更に「技術に裏打ちされた低コスト」という方針のもとに、昨年の８月末にＬＣＤドライバー後工程の一貫生産体制（バンプ形成－組立－テスト）を新しく構築し、ＴＣＰ製品を、従来の納期よりも大幅に短縮することに成功しています。このため、国内の顧客には、短納期のみならず、発注・管理工数の削減および物流コストの削減につながり、好評を得ています。
今回のＣｃｕｂｅでの新しい生産体制を加えることにより、チッソグループで長年培ってきた実装技術を活かした後工程一貫体制を、国内(水俣市)だけでなく、需要の増大する韓国に構築することとなり、日本国内のみならず、韓国、台湾の顧客への供給体制が整備されることになります。
チッソは、今回Ｃｃｕｂｅに供与するＴＣＰ製造技術以外に、狭ピッチに対応するＣＯＦ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆｉｌｍ）製造技術や、環境に優しい鉛フリー半田バンプ形成技術をも有しており、今後は、これら新技術の供与や日韓それぞれに整備される一貫生産体制を生かす形での業務提携ならびに次世代新技術に関しても両社で開発を進めて行くなど、協力関係を早期に構築していくために資本参加も併せて行なうことといたしました。

〔本件に関するお問い合わせ先〕
	チッソ株式会社
総務人事部　　　次席　　　　堀尾　俊也
phone:０３－３５３４－８９０９
電子部品事業部　主席企画員　松川　哲也
phone:０３－３５３４－９９２１


【ご参考】

【チッソ株式会社の概要】
・設立　：１９０６年
・資本金：７８億円
・売上高：１，１７７億円（２００２年度）
・従業員：９０２人
【サン・エレクトロニクス株式会社の概要】
　・設立　：１９８９年
　・資本金：５千万円（チッソ１００％出資）
　・売上高：４１億円（２００２年度）
　・従業員：１５９人
【シーキューブ　デジタル株式会社の概要】
　・設立　：１９９６年
　・資本金：２億６千万円
　・売上高：２２億円（２００２年度）
　・従業員：１０６人

・事業概要：クリーンルームの設計、建設から事業の発展を図り、現在では、バンプ加工、半導体ウェハーテスト、組み立て及びファイナルテストなどの半導体関連事業を主として展開している。
特にクリーンルーム事業は、海外展開力に優れ、売上の半分以上を占める。
今年度中には、韓国株式市場への上場を計画している。

●両社の生産能力　　　　　　サンエレ　　　Ｃｃｕｂｅ
バンプ　千枚／月　　　　　６０　　　　　　２０
　 ＴＣＰ　百万個／月　　　　　５　　　　　　　３　
　＊この他に鉛フリー半田バンプ、ＣＯＦ、テストの設備を保有

